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子ども医療費の無料化と家計負担∗ 
－東京都の義務教育就学児医療費助成制度が与えた影響について－ 
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要約 

この論文の目的は、2007 年 10 月に東京都が実施した子ども医療費の無料化の実施が、

家計の保健医療サービス代にどのような影響を与えたかを明らかにすることである。一般

に医療費の無料化は、次なる 2 つの効果を通じて、家計の保健医療サービス代を減少させ

る。ひとつは家計における医療費自己負担の減少であり、これは無料化の対象となる医療

保険の自己負担分が財政的に負担されて解消されることに対応する。もうひとつは医薬品

代の減少であり、これは無料化によって保健医療サービス間の相対価格が変化し、それに

伴って発生する代替効果によるものである。東京都の『生計分析調査報告（都民のくらし

むき）』データを利用して、この負担変化を計測したところ、子ども医療費の無料化の実

施は、全家計平均で医科診療代を年間 3,744 円、医薬品代を年間 696 円だけ減少させる。

また世帯主年齢「35～39 歳」の世帯ではその変化が最大となった。 
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